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平成 26 年 3 月 5 日 
 

ふくしま復興塾実行委員会 

（事務局：福島大学うつくしまふくしま未来支援センター） 

 

福島復興を担う若者向け人材育成プロジェクト 「ふくしま復興塾」 

第 2 期生募集開始のご案内 

 

ふくしま復興塾実行委員会（事務局：福島大学うくしまふくしま未来支援センター）は、福島復興

を担う次世代リーダーの育成を目的とし、キリンビール株式会社様のご支援によって、2014 年 5

月 17 日より「ふくしま復興塾第 2 期」を開講いたします。この度、2014 年 3 月 6 日（木）～4 月 7

日（月）の期間で、塾生を募集いたします。 

また、3 月 10 日より、県内外 7 会場（全 9 回）で募集説明会も開催いたしますので、そちらも告

知していただけますと幸いです。 

 

福島は、復旧から復興のフェーズに入りつつありますが、今もあまり復興が進んでいないと感じ

る場面が多々あります。その原因としては、福島の復興を担っていく志と能力を兼ね備えた若いリ

ーダーが少ないということが考えられます。 

ふくしま復興塾は、企業・行政・研究などの多様な領域において福島の復興を担うリーダーを生

み出すプロジェクトです。 

実施体制としては、福島にゆかりのある経営者を中心とした有志が発起人として立ち上げてお

り、事務局を福島大学うつくしまふくしま未来支援センターが担います。 

 

第2期（2014年度）は民間領域コース（起業家や企業の社員等対象）と公共領域コース（行政職

員や NPO 職員等対象）を開講します。民間領域コースでは各塾生の関心領域での事業立案を目

指し、公共領域コースでは重点テーマに関する施策や政策の立案を目指します（公共領域コース

のテーマは、「超少子高齢化社会における新しい社会の構築」と「風評被害（食・観光等）を打開す

る新しいブランドの確立」を予定）。 

 

※2014 年度の実施概要に関しては、P.4 をご参照ください。 

※入塾説明会に関しては、P.3 をご参照ください。 

 

 

 

 

 

ご取材に関するお問い合わせ先： 

ふくしま復興塾実行委員会 事務局 担当：佐藤 

TEL 024-504-2884（直通） ／024-504-2865 

FAX 024-504-2865 

ふくしま復興塾 HP：http://fukushima-fj.com/ 
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2014 年度ふくしま復興塾 募集要項 

１． 入塾対象者 

福島に関わる20～39歳の若者で、以下のいずれかに該当する人 

（※年齢は2014年4月1日現在） 

【民間領域コース】 ※民間領域コースはテーマを問いません。 
・2015年頃迄を目安に福島での起業を目指している、既に起業をして事業立ち上げ中の人 

・現在所属している会社・組織内で、福島の復興に寄与する事業立ち上げを目指す人（企業内

起業家） 

 

【公共領域コース】 

・テーマに関連する仕事に携わる行政・公益団体等職員 

・テーマに関連する事業を行っている、または行う予定のNPO・一般社団法人等の職員 

※公共領域コースの今年度のテーマ 

「超少子高齢化社会における新しい社会の構築」 

「風評被害（食・観光等）を打開する新しいブランドの確立」 

 

２． 募集人数 

・ 30名程度（民間領域コース、公共領域コース各15名程度） 

 

３． ふくしま復興塾が求める人材像 

・ 福島復興の志と未来を担う覚悟を持つ人 

・ ふくしま復興塾に主体的に参加する意志を持つ人 

 

４． 受講料 

・ 50,000円（合宿費を含む。県外フィールドワーク費用は別途実費を徴収） 

※企業からの派遣等の場合は、運営費として任意で寄付をいただけますと幸いです。 

 

５． 出願方法 

・ WEBエントリーフォームより必要事項を記入の上お申し込みください。 

http://fukushima-fj.com/entry02 

 

６． 出願期間、および選考日程 

・ 出願書類受付期間：2014年3月6日（木）～4月7日(月) 

・ 第一次選考通過者発表：2014年4月14日（月） 

・ 第二次選考(面接)：2014年4月26日（土）～27日（日） 

・ 入塾予定者発表：2014年5月上旬 
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■入塾説明会 

 以下の日時と場所で入塾説明会を開催いたします。 

 

 日時 場所 

1 3/10（月) 19:30～21:00 福島市市民活動サポートセンターA 会議室 

福島市大町 4-15 チェンバおおまち 3 階 

2 3/13（木）19:30～21:00 いわき市 TATAKIAGE Japan 会議室 

いわき市平字白銀町 2-10 夜明け市場 2 階 

3 3/16（日) 14:30～16:00 東京都国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 503  

東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

4 3/18（火）19:30～21:00 郡山市 市民交流プラザ 第 2 会議室 

郡山市駅前 2 丁目 11 番 1 号ビッグアイ 6F 

5 

 

3/19（水）19:30～21:00 南相馬市民文化会館 多目的ホール 

南相馬市原町区本町二丁目 28 番地の 1 

6 3/23（日）14:30～16:00 福島市市民活動サポートセンターB 会議室 

福島市大町 4-15 チェンバおおまち 3 階 

7 3/25（火）19:30～21:00 会津若松市 會津稽古堂 研修室 

会津若松市栄町 3 番 50 号 

8 3/29（土）13:00～14:30 特定非営利活動法人キッズドア 

宮城県仙台市宮城野区榴岡 4-1-8 パルシティ仙台 1 階 C 

9 3/30（日）14:30～16:00 東京都国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 108 

東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

 

【説明会参加費】 無料 

 

入塾説明会へのお申し込みは、以下の URL よりお願いいたします。 

 http://fukushima-fj.com/entry01 
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■オンラインで震災を改めて考える生放送授業 

インターネット上で生放送の授業を受講できるサイトを運営している株式会社スクー様のプラットフ

ォームを利用し、ふくしま復興塾の講師や第 1 期生によるオンラインで震災を改めて考える授業を

以下の日程で開催いたします。 

 

【開催日時】3 月 6 日（木）、14 日（金）、21 日（金・祝）、28 日（金）、4 月 4 日（金）各回 17～18 時 

 

schoo(http://schoo.jp/)へのアクセスは、以下の URL よりお願いいたします。 

 

①震災から 3 年。みんなで福島の今、そして未来に向き合おう！（第一回目：入門編） 

http://schoo.jp/class/521 

 

②次世代リーダーが伝える福島の現状（第二回目：子ども編） 

http://schoo.jp/class/523 

 

③次世代リーダーが伝える福島の現状（第三回目：コミュニティ編） 

http://schoo.jp/class/524 

 

④次世代リーダーが伝える福島の現状（第四回目：食 前編） 

http://schoo.jp/class/525 

 

⑤次世代リーダーが伝える福島の現状（第五回目：食 後編） 

http://schoo.jp/class/526 
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2014 年度ふくしま復興塾 実施概要 

■プログラム構成 

2014 年度のプログラムのゴールとしては、民間領域コースでは各塾生が関心のある福島の課

題の解決案を、公共領域コースでは今年度のテーマに関する施策を、それぞれ立案します。 

立案を目指して、毎月 1 回の講義やフィールドワークの他、定期的なメンタリングやフィードバッ

クを行います。 

 

プログラム概要は以下の通りです。 

期間： 2014 年 5 月～11 月の月 1 回土曜日に開催（一部、土日祝での合宿を含みます） 

場所： 福島大学他 

 

第 1 回 5 月 

 ■スタートアップ合宿 （民間コース、公共領域コース合同合宿） 

 1 年間のプログラム概要と目的の説明、1 期生の活動発表を通して、最終的な 

ゴールイメージを共有します。また、講義にて世界の中での福島の歴史的意味や 

福島の課題に関わる意義を学び、考えます。 

第 2 回 6 月 

 ■福島の現状を考えるフィールドワーク （民間コース、公共領域コース合同） 

  福島県沿岸部（相双地域）へのフィールドワークを通して、福島で起こっている 

ことや、震災当初に発生したことを直視し、理解していきます。 

第 3 回 7 月 

 ■福島から事業を立ち上げた経験の共有 （民間コース、公共領域コース別プログラム） 

 ・民間コース：福島発の起業家から福島や地域発で事業を立ち上げた経験を学ぶ 

 ・公共領域コース：震災後の対応で活躍した行政職員から施策を実行した経験を学ぶ 

 ■中間発表（コース共通プログラム） 

  プランの現状を相互に共有し、フィードバックし合います。 

第 4 回 8 月 

 ■県外先進事例フィールドワーク （民間コース、公共領域コース合同合宿） 

  地域課題を政策的・ビジネス的に解決した先進事例を比較対象として、自分の事業 

構想を深めていきます。 

第 5 回 9 月 

 ■事業や政策プラン作成についての講義・実践 （民間コース、公共領域コース別プログラム） 

 ・民間コース：塾生各自のプランに基づく予算作成の方法論を学ぶ 

 ・公共領域コース：塾生各自のプランを政策まで昇華するための戦略やプロセスを学ぶ 

第 6 回 10 月 
 ■各塾生のプランに対するフィードバック会 （民間コース、公共領域コース合同） 

  プランの現状を相互に共有し、ブラッシュアップします。 

第 7 回 11 月 
 ■最終発表会 

  ブラッシュアップした事業プラン、政策プランを塾生がプレゼンテーションします。 

※一部変更になる場合がありますので、ご了承ください。 
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■主な講師紹介 （50 音順）  

加藤博敏 氏（株式会社ピーエイ 代表取締役社長） 

 

1958 年 福島県 福島市生れ  

1980 年 福島大学経済学部卒業 

1980 年 株式会社資生堂入社 

1986 年 有限会社ピーエイ設立、代表取締役社長 

1990 年 有限会社ピーエイを株式会社ピーエイに改組、代表取締役社長 

2000 年 株式会社ピーエイ東証マザース上場 

 

木戸寛孝 氏(株式会社 umari コンセプター、国際 NGO 世界連邦運動協会 常務理事) 

 

1969 年生まれ。慶応大学法学部卒後、(株)電通に入社。電通を退社後、1999 年 10 月から 2003

年 3 月まで千葉県香取市で農業に従事。2003 年 11 月から、国際 NGO・World 

Federalist Movement of 

Japan の事務局長として、2002 年オランダ・ハーグに常設された国際刑事裁判所(ICC)に日本政

府が加盟するためのロビー活動において中心的役割を果たす。2007 年 10 月、日本政府は ICC

に加盟。2006 年からはコンセプターとして(株)umari に参画し、コミュニティー事業（丸の内朝大学、

六本木農園など）、地域活性事業（三重県、島根県、宮崎県と神社を活用した地域交流プロジェク

トなど）、東北震災復興事業（東北復興・農業トレーニングセンタープロジェクトなど）におけるコン

セプトワークを行う。明治維新の元勲・木戸孝允の直系 6 代目。 

 

小林 直樹 (浪江町役場 復興推進課 副主査) 

 

 

 

 

震災後、浪江町役場にて町民協働による復興の実現を目指して、復興ビジョンや復興計画の策

定に取り組む。浪江焼麺太国にも所属。 
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丹波史紀 氏（福島大学行政政策学類・准教授（社会福祉学修士）） 

 

1973 年 愛知県生まれ。知的障害児施設の指導員や専門学校、短大での講師を経て、2004 年よ

り現職。専門は、社会政策学、社会福祉学。 

福島大学に赴任した最初の年の 2004 年に新潟県中越地震が発生。学生たちと共に全村民が避

難した山古志村の支援活動を行う。2011 年 3 月の東日本大震災では、災害直後から現地調査や

住民実態調査などを行うと共に、原発事故によって避難を余儀なくされた双葉郡の全世帯調査な

どにも取り組んだ。原発避難自治体である浪江町や大熊町の復興に関する委員も歴任。その他、

福島県男女共同参画審議会副会長、伊達市地域福祉計画策定委員など。福島県内のＮＰＯ団体

などでつくるふくしま連携復興センターの代表理事も務める。 

ふくしま復興塾の概要等は、以下をご覧ください。 

 

松田 創 氏（国際ＮＧＯ・World Federalist Movement of Japan理事、WFMJ21世紀フォーラム副理

事長。株式会社イワ・クリエイティブ代表取締役。） 

 

国際ＮＧＯ（平和活動）、企業（リーダーシップ人財育成と社会事業価値の創造）、コミュニティ（私

塾やプロジェクトを通じた人づくり）の３つの活動領域での仕事を通じて、新しい社会創造を探求し

ています。 

現在、「ピースダイアローグ」、「福島大学ふくしま復興塾」、「社会起業大学」、「21 世紀人財育成

研究会」などでカリキュラム開発や講師を務めています。また企業の顧問や社外取締役、リーダ

ーシップ人財のメンターを行っています。 
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■ふくしま復興塾概要 

“福島から生み出す新しい未来” 

復興への志と覚悟を持つ若者向けリーダー育成プログラム「ふくしま復興塾」 

 

 今、福島は歴史的な転換点を迎えています。福島が抱える問題は少子高齢化や過疎化問題、

エネルギー問題といった、これからの人類の未来を考えていく上で向き合わなければならない問

題です。つまり、福島だけではなく日本や世界にとっても新しい時代へ移行するための転機である

と言えるのではないでしょうか。 

このプロジェクトは、福島復興の「志」と福島の未来を切り拓く「覚悟」を持つ若者が集い、福島

の現状や課題と向き合うことで、福島の復興を実現し日本や世界の新しい未来を生み出していく

リーダー育成のためのプログラムです。 

福島で未来を創り出そうと考えている若者が、福島県内外を飛び回り、福島の現状、そして未

来に起こりうることと本気で向き合っていきます。加えて、復興の現場や世界で活躍する経営者や

行政職員をメンターに迎えることで、ビジネスと政策の観点から福島復興を実現するための具体

的なアウトプットを生み出すことを目指します。 

 

■主催団体 

ふくしま復興塾実行委員会 

 福島にゆかりのある経営者を中心とした発起人の呼びかけのもと、福島大学うつくしまふくしま

未来支援センター内に事務局を設置し、福島復興を担う人材育成プロジェクトが発足しました。   

本プロジェクトの運営主体となる事務局と発起人で「ふくしま復興塾実行委員会」を構成していま

す。 

 

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター 

 福島大学が現有する環境関連分野、地域政策・産業関連、教育・心理学関連などの分野に、新

たに産業復興関連、放射線関連、エネルギー関連分野の専門家等を加えた、大学付置の支援セ

ンター。大地震・津波及び原発事故による災害の実態を調査・研究し、それら成果を元に福島県

や関係自治体等とも協力しながら、新しい地域づくりのビジョンと方途を提案する役割を担い活動

します。「ふくしま復興塾」の事務局の役割を持ちます。 
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■発起人 （所属 50 音順） 

山田純（クアルコム特別顧問） 

木幡仁一（木幡仁一税理士事務所代表取締役税理士） 

佐藤俊和（ジョルダン株式会社代表取締役社長） 

高橋仁（株式会社ジンコーポレーション代表取締役社長） 

上昌広（東京大学医科学研究所特任教授） 

佐藤恵一（東和株式会社代表取締役社長） 

池田弘（学校法人新潟総合学園総長） 

井上健（日本電設工業株式会社取締役会長） 

矢内廣（ぴあ株式会社代表取締役社長） 

加藤博敏（株式会社ピーエイ代表取締役社長） 

丹波史紀（福島大学准教授） 

 

■協力 

 

 キリングループは、東日本大震災復興支援に継続的に取り組むべく、3 年間で約 60 億円を拠出

することを決め、「復興応援 キリン絆プロジェクト」として、「絆を育む」をテーマに「地域食文化・食

産業の復興支援」「子供の笑顔づくり支援」「心と体の元気サポート」の 3 つの幹でグループ各社

が一体となって復興支援活動を展開しています。この活動を通じて産業が活性化し、将来に希望

を持つ子供たちが増えてコミュニティーに元気が広がり、地域全体が活性化していくことを願って

います。 
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■2013 年度の実績 

本プロジェクトの第 1 期目となる 2013 年度は、起業家・大手企業の社員・行政職員・NPO 職員・

学生の多様な若者 25 名の塾生で、座学と警戒区域視察、ウクライナへのフィールドワークを通し

て福島の現状を学び、産官学の福島の多様な領域で活躍する講師から指導を受けながら、福島

の主要な課題の解決プロジェクトプランを、チームを組み立案しました。 

 

・夜明け市場を基点とした食の循環モデルづくりプロジェクト 

・高齢者の健康づくりと地域コミュニティ再生プロジェクト ほか 8 プロジェクト 

 

「東北復興新聞」に第 1 期生最終発表会の様子を掲載いただきました。 

以下の URL よりご覧ください。 

  http://www.rise-tohoku.jp/?p=6110   （2014 年 1 月 10 日） 

 

2013 年度実績をまとめた報告書は、別添資料をご覧ください。 

 

 

■寄附によるご支援のお願い 

 「ふくしま復興塾」では、受講者から授業料をいただきません（プログラムの資料代・宿泊費等と

して5 万円を徴収しています）。修了生が学んだ成果を恩恵と自覚し、自らの意思で福島に還元す

ることにより未来への貢献を果たすことを期待しているからです。 

福島復興への志と未来を担う覚悟を持った受講生たちが、多大な経済的負担なく、自らの可能

性を最大限に発揮できる環境を整備するために、福島県内外から広く支援を受けながら運営して

いく塾を目指します。運営資金の寄附にご協力してくださる方は、下記の URL より寄附をすること

が可能です。 

 http://fukushima-fj.com/kifu 
 


